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1932年10月27日

1945年３月

1949年３月

1952年３月

1952年４月

1953年４月

1957年３月

1957年４月

1962年３月

1960年４月

1962年４月

1965年４月

1969年４月

1976年４月

1987年10月～1991年９月

1994年10月～1996年９月

1998年３月

1999年４月

2008年３月

2008年４月

2009年４月

2010年８月23日

日本動物心理学会役員歴

1967年～1973年

1977年～1979年

1987年～1995年

佐藤方哉先生ご略歴

東京府東京市関口台町に生まれる

東京高等師範学校附属国民学校卒業

東京教育大学附属中学校卒業

東京教育大学附属高等学校卒業

慶腫義塾大学医学部予科入学

慶腹義塾大学文学部入学

慶腫義塾大学文学部哲学科心理学専攻卒業

慶腹義塾大学大学院社会学研究科心理学専攻入学

同博士課程心理学専攻単位取得満期退学

慶雁義塾大学文学部副手

同助手

同専任講師

同助教授

同教授

同社会学研究科委員長を兼務

同言語文化研究所所長を兼務

慶鯉義塾大学を定年退職名誉教授

帝京大学文学部教授

帝京大学を定年退職

星様大学共生科学部教授

同学長を兼務

逝去

幹事

理事

理事
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佐藤方哉先生を偲ぶ

慶応義塾大学坂上貴之

佐藤方哉さんが亡くなった｡その事故死を知った翌2010年８月24日午前,多くの人がわが耳を疑っ
た．そしてその知らせを伝え聞いた多くの人が絶句した。７７歳であった。
奥様である尚子様の喪主としてのお礼の言葉にあったように，賑やかなことの好きだった佐藤さ
んの葬儀らしく，多くの方がお別れに訪れた。葬儀委員長は佐藤さんの最後の仕事場であった星様
大学がある学校法人国際学園理事長の井上一さんが務められ，弔辞はいずれも日本行動分析学会と
深い縁のある山口薫さんと浅野俊夫さんによって格調高く読みあげられた｡浅野さんの弔辞は,「慶
隠では先生という言葉は使わず，佐藤さんと親しく呼ばせていただいたので，ここでもそう呼ばせ
ていただきます」と始まっていた。

佐藤さんのもっとも大きな功綴は日本の心理学に行動分析学を本格的に導入し，多くの研究者を
育てるとともに，この学の普及と発展に努めたことであろう‘彼が学会長を務めた国際行動分析学
会や日本行動分析学会はいうまでもなく，日本基礎心理学会でも常務理事として活躍した。そうし
た観点から言えば，学習と行動という心理学の基礎分野で常に日本の研究をリードしてきたともい
えよう。

佐藤さんの研究の特徴は，概念的な分類の巧みさと，実験や分析のアイデアの奇抜さにある。彼
は「分類学派」を自称し，心理的・行動的現象の行動分析学からの分類，ならびに行動分析学自体
の概念の再分類を積極的に試みることで，そこから立ち現れた新しい概念を手がかりに行動分析学
の可能性を切り拓いていこうとした。それを可能にしたのは，佐藤さんが日ごろ実行していた，丹
念に何度も論文を読むこと，それに基づいて徹底した推敵の末に論文を纏めること，そしてこうし
た丁寧な作業を孤独に繰り返すことであったと思う。
一方，実験や分析のアイデアの奇抜さは，孤独とは別の極にあった。彼の周囲にはいつも多くの
若い学生や卒業生，研究者がいた。そして鯨飲馬食の末，その集まりが多くのアイデアを創り出し
ていったように見える。「判心術」という本に結実するコスモブレインなる集団をはじめ，オペラ
ントライフという新語を生み出した研究グループ，東銀座の一角の事務所で開かれた環境衛生懇話
会（のちに「環境と行動の会」と改称）と称する不思議な談話会，死の直前まで開いていたスキナー
の「言語行動」の講読会に至るまで，「学問」や「文化」に関わるものはもとより，佐藤さんを囲
むお酒の集いは，大学を越え，行動分析学を越え，実に多くの人々を巻き込んで開かれていた。そ
してそこでの談論で生み出されたアイデアを単なる酒呑み話に終わらせず，実際に形にしていった
のは佐藤さんであった。

こうした人Arとの広い交わりは,お父様譲りのものであったかもしれない｡普段からもそうであっ
たが,ことに大晦日から正月にかけての旧佐藤宅(現在新宮市立佐藤春夫記念館http://www.rifnet・
ｏｒ・jp/~haruokan/index・html）には多くの学生や卒業生が集まり，夜を徹して飲み続けた経験を
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持っ者は少なくない。ある種独特な彼の話法は，旺盛な読書量と’パズル，ゲーム，マジック，言
葉遊びを楽しむことで鍛えられた機智とに支えられ，語り合う人々を魅了した。そのような陽気な
部分がある半面，宴席から一人二人と消えていくと，実に寂しそうな表情を浮かべる佐藤さんでも
あった：そういえば，「動物心理学研究」の編集規定からエスペラント語での寄稿をよしとする，
学会創立者の父上である丘浅次郎からの伝統の一行が消えたことを'たしか佐藤さんは大変寂しがっ
ていた。

佐藤さんの見渡してきた領域は，実に広い。詩句，小説にのめりこむかと思えば，論理学や離散
数学にも関心を持っていた。人類学や考古学にも目を向けるし’ピアノを弾いたり作曲に打ち込ん
だりすることもあった。しかし行動分析学や心理学という「職業」以外に’最も関心を向けていた
ものを１つだけと聞かれれば，私は迷わず言語，それも生き生きとした言語行動を挙げる。彼の業
績を丹念に見ていくと，言語をめぐる諸問題に常に戻っていくことがよくわかる。彼には2000年以
降，嘘、アイロニー：詩歌，言語理論について言及した論文がいくつかあるが、琳著で最《§よく読
まれた「行動理論への招待」（大修館書店）も雑誌「言語」への連載が出発点となっていた。そう’
言語行動こそは，おそらく彼の人生の中で最も高くそびえたっていた壁であった。
なぜ言語行動だったのだろう。今となってはくわしくお尋ねすることもできないが，行動分析家
ならばだれもが抱く疑問一「私たち心理学者の任務は，心的概念や生理学的概念によって，ロボッ
トの「心」の理解やその「行動ｊの設計を十ることにあるのだろうか？｣’これに答える鍵がヒト
の言語行動の分析の先にあると確信したからではないかと思う。いうまでもなく，言語行動には私
的事象，社会的行動，文化的随伴性といった，行動分析学がまだ到達していない，いくつもの対象
が内包されているのである。

７０代後半になってまで言語学の専門書から語学参考書までを隔てなく蒐集し’世界の諸言語の習
得に挑戦しようとする佐藤さんへの，ニュージーランドから戻ってきた私のささやかなお土産は’
一冊のマオリ語の絵辞書であった。「持っていないんだよ」とことのほか喜んでくださった,スペ
イン料理屋でワインを楽しむ佐藤さんが最後の姿となってしまった。どうか地上では実現しなかっ
た学習理論家たちとの対談を，天上でゆるりとお酒とともに楽しまれんことを。
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一期一会：恩師佐藤方哉の死を悼む

愛知大学文学部浅野俊夫

２０１０年８月23日夕刻，東京の京王線新宿駅のホームで，星様大学学長の佐藤方哉先生が酔客に押

されて電車に巻き込まれ，帰らぬ人となってしまった。享年77歳であった。８月30日の葬儀には弟

子代表として弔辞を読ませていただいたが，慶腫義塾大学文学部心理学専攻に進級して以来47年間

のつきあいであった。

先生は1998年３月に慶腰義塾大学を65歳で定年退職されたが，しばらくどこにも所属されず国際

行動分析学会の会長の職務に専念され，その任期が終わると1999年から2008年まで帝京大学の心理

学教授を務められた。国際行動分析学会会長に就任された時，小生はちょうどカリフォルニア大サ

ンデイェゴ校（UCSD）のEdmundFantinoの研究室で１年間ハトを使っての在外研究をしてい

たので，Ｒ本に帰国される途中の佐藤先生夫妻をサンディエゴ近郊の小生の自宅にお招きし，

Fantino，ＢｅｎWilliams,Epstein達と一緒に就任祝いのパーティをさせていただいた事がほん

の昨日のことのように思い出される。そのパーティには故GeorgeS・Reynoldsの夫人からも先

生宛にお祝いの花束とカードが届いていた。皆，動物心理学，特にハトの学習行動では高名な研究

者ばかりで大変たのしいひとときであった。

日本におけるハトのオペラント条件付けの研究は，佐藤先生の恩師，故小川隆先生によって慶慰

義塾大学で開始され，1953年に小川隆によって第17回日本心理学会大会で最初の報告「伝書鳩の弁

別道具条件付け」が発表されているが，翌年には動物心理学会第67回例会で「伝書鳩の弁別学習に

ついて」が報告されている。その後，大西久夫，大日向達子，杉本助男といった慶雁の諸先輩がハ

トの研究を報告しているが佐藤方哉の学会デビューは1957年（修士１年）日本心理学会第２１回大会

の小川隆・佐藤方哉「伝書鳩のオペラント弁別における色光刺激汎化」である。1959年には動物心

理学会第19回大会で佐藤方哉の単独発表「伝書鳩のオペラント条件付け－潜時と反応率一」が行わ

れ，連続強化，Ｆ11分，消去の時の反応率を調べている。1960年（博士２年）には動物心理学年報

第10輯43.-54に佐藤方哉「デンショバ}･のオペラント条件付け･--単-.-刺激に条件付けられた色

光刺激汎化」が掲載され，これが佐藤方哉の最初の英文抄録付きフルテキストの論文だと思われる。

小生の卒業論文はヒトのＧＳＲのレスポンデント条件付けがテーマであり，指導教員は小川隆先

生であったが，実際の指導はすべて佐藤先生で，結局その成果は佐藤先生との共著で２編の論文に

なった。当時，佐藤先生は自分でも精力的にハトの実験をしていて，モノクロメーターという高度

な光学系の装置を使って単色光を発生し，それを弁別刺激にしてハトの弁別訓練をしていたのだが，

ＶI強化スケジュール用のコントローラーが当時の日本にはなく，暗い中でストップウオッチを片

手に，刺激を切り替えたり，給餌装置を駆動したりするのは全部手動で，夏は汗だくで大変だった

とおっしゃっていた。その頃は動物実験の大変さを入ごとのように聞いていたが，1968年に犬山の

京都大学霊長類研究所心理部門の助手として採用されたため，小生もその後19年間サルやチンパン
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ジーの実験をすることになってしまった．はじめは，サルにレバーを押させることもできず，東京

の佐藤先生の自宅の書庫に飛び込んでFerster＆Skinnerの「Schedulesofreinforcement』を

むさぼり読み,体重統制による動機付け操作をきちんとすることと逐次接近法による反応形成(シェー

ビング）というテクニックがあることを知った。それをサルに適用してみたら簡単にレバー押し訓

練ができてしまったことをきっかけにSkinnerの著書を直接自分で読むようになり，佐藤先生と

行動理論について議論ができるようになった。

帝京大学を定年退職された後は通信制大学の星嵯大学共生科学部教授に就任され，翌2009年には

学長職も兼務され，科学の様々 な分野が協力して多様な人々 が楽しく生き生きと暮らせる社会を作

ろうというプロジェクトを計画中であったと聞く。まさに，Skinnerが描いたＷａｌｄｅｎＴｗｏの理

想郷にまさるとも劣らない現実の街作りを構想されていたのかもしれない。７５歳を超える後期高齢

者になってもなお夢を持ち，それに向かって前のめりのまま亡くなられた恩師の姿を見て，自分も

夢途上で死ねるような生き甲斐のある大きな夢を探さなくてはと思う今日この頃である。

、．

鵠

在りし日の佐藤方哉（左）と蛾者（右）

－９４－

》
詫
な
加
。
粍
洗
。
純
洗
や
い
鵠
。
咽
。
干
認
八
．
。
・
。
Ｄ
・

癖
蕊
群
議
蕊
蕊
溌
溌

癖
識
難
繍
灘
蕊
蕊

癖
灘
繍
鍵

悪殿唱諌蒜郵R5野趣

阜巳ＪＬ､〃ザ』



主要著書および論文目録

著書・編著書

判心術コスモブレイン(メンバー：浅野俊夫・神尾昭雄・菅野衷・倉科満夫・馬島壮治．宮清．

佐藤方哉・菅村敬二郎・高橋常喜・寺田信之介）（著）けいせい1973年．

行動理論への招待佐藤方哉（著）大修館書店1976年．

現代基礎心理学６－学習２：その展開－佐藤方哉（編）東京大学出版会1983年．

ことばの獲得一言語行動の基礎と臨床－山口薫・佐藤方哉（共編）川島書店1983年．

行動心理ハンドブック小川隆（監修）杉本助男・佐藤方哉・河嶋孝（共編）培風館1989年．

BehaviorAnalysisofLanguageandCognitionS．Ｃ・Hayes，Ｌ､Ｊ・Hayes，Ｍ・Sato，＆

Ｋ・Ｏｎｏ（Eds.）ContextPressl994年．

行動分析学入門杉山尚子・島宗理・佐藤方哉・リチヤード.Ｗ､マロツト・マリア.Ｅ､マロツト

（共著）産業図書1998年．

訳書

ことばの獲得一発達心理言語学入門－，.マクニール（著）佐藤方哉・松島恵子．神尾昭雄（共

訳）大修館書店1972年．

言語の生物学的基礎Ｅ､Ｈ・レネバーグ（著）佐藤方哉・神尾昭雄（共訳）大修館書店1974年．

詩集・句集

間歌詩集笹山登（著：筆名）新風舎2007年（加筆修正版文芸社2009年)．

のんせんす句集河馬の馬鹿左党放犀（著：筆名）新風舎2008年（加筆修正版文芸社

2009年)．

音楽ＣＤ（木下雅夫名）

『深く愛したら』，『春の日』，『トラララ』，『童謡組曲／十二ケ月の子守唄』．
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wherehewaspresident丘om2009to2010・

Ａｎｄlikcmanyotherbehavioranalysts,Masayawasalso
heavilb′involvedintheartsHecame丘omtengenerations
ofphysicians/writers/ipoets・His＆therwasthefhmous
autho1計/ipoetHaruoSato､SoMasayasetsomeofhis鉦her's
wordstomusicthathe,himselfcomposed､Hehasfbur
CDsofhisownworkavailableathttp:"ｗｗｗ､Amazon・ＣＯ,jp
underhispennameMasaoKinosita(anotherCDwillbe
releasedposthumously).Muchofhismusicisofthel940's
EditPiafsultrystyle;andreamb'good;buthealsohasaCD
ofsongshecomposedfbrchildren,SpringDay5Inaddition1
Masayawrotehisownpoetryandpublishedunderyct
anotherpcnname,KanketsuShishu､Isn'tthatcool．
'Ihcbcautifillyounggmdstudentinthekimonohas
goneontobecomeamajorfigurcinbeh3vioran小is，
workingwithandindependentlyofMas2ya,training
students,sendingthemtothcStatesfbrmoretraining，
flcilitatingtheirattendingABA,expandingbehavior
analb′sisandpioneeringOBMinJapanandthroughoutthe
world(shcwrotelntroductiontoBehaviorAnalysis,which
hassold44,O00copies).NaokoinitiatedJ-ABAlspayingthe
considerablcexpenseoftwoJapanescstudentsattcnding
ABAintheStateseveIyyearsince2002,animpressivelbノ
e錠ctiveuseofdonorfimds,asitdocsn'tmejrelyreducc
thecostsofstudentsattendingABAIbut,instead,allows
studcntstoattendwhootherwiscmightnotbeableto､Ａｎｄ
she'simplcmentedaprogmmwher小paneseauthorsat
theABAIExpodonatethcirbookstoJapanesestudents
whostartcdstudyingbehavioranalysisintheStateswith
noknowledgeofbehavioranalysisinJapan,R1rthemlorc，
NaokoandMasayahaveindepcndentlbrbeengencrous
donatorstoSABAjsintemationalfimdandSABAlsstudent

fimd・AndshcscrvedasthcliaisonfromJｮABAonthe
2001ABAdclegationtoChina,AlsoshefbrmedthcAsian

AssociationfbrBehaviorAnalysis､Ｉｎｈｅｒｏｗｎｗａｙ>Naoko
continucsthechaseofthedreamthatMasayastarted・
Ａｎｄｙｃｓ,Iweepaslwrite．・:。
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rdobservedhim丘equentlygivingalmsatBuddhistand
Shintotemples､Solaskedthisscientist/theoreticianifhe

wasaBuddhist;hepausedfbraminute,ashealwaysdid，
andthensaid,"Ido㎡tknowも”

TheyoungerMasayacaughttheSkinnerbox,andit
caughthim,Andinl979,theolderMas可awasoncofthe
firstmcmbersofABA,attendingeveryannualconfi3rence
thereafter･Buthedidn'tattendalone;instead,hewas

alwayswithacoterieofJapanesebehavioranal1ysts,both
expexiencedresearcheI-teachersandfledglinggradstudents，
alwaysencouragingandsupportingJapan'sparticipationin
behavioranalysis,Inl984atABAinNashville,abeautifUl

youngwoman,NaokoSugiyama,wasinthegrad-student
sectionofthatcoterie､Andtwoyearslate吟thereappcared
aphotoofMasayaandNaoko,elegantintheirtraditional
kimonos-married・

Ｉｎｌ９９８,Masayawasthefirstand,ｓｏｆＬｒ,ｔｈｃｏｎｌｙ
ＡＢＡ/SABApresidentnot丘omtheStates､Inthatrole，
hemademajorcontributionsinhelpingABA/SABA
bringbehavioranalb′sistotheentireworldandnotjust
leaveitconfinedtothclandofSkinner,Heestablished

ABAI'sbiannualintemationalconfbrenＣｅ,alwaystobe
heldoutsidetheStates,Hegotapermanentpositionfbran
intemationalrepresentativeaddedtotheABAICounciL

AndhecreatedaSABAfimdfbrintemationalgrants・
Hewasalsoco-chairofABAjslntemationalCommittee・

AndMasayawasoneofthefbundersofJapaneseABA,its
prcsident丘oml985tol990andexecutivedirectorfifom
l983tol984,andl991to2006・

AndlikcSkinner,Kcllcr,Bijou,andsomanyothers
befbrehim,astillolderSato-sanwasrequiredtorctirc
fromKeioattheyoungageof65,asisstillthecustomin
Japanbutfbrtunatelb'nolongerrcquiredintheStates､And
likeSkinner,Kcller,Biiou,andsomanyothcrofourdream
chascrs,retirementdidnotstoPMasaya'Spursuitofthe
dream;instead,hetaughtfhll-timeatTbikyoUnivcrsity
andthenatthecorrespondcnceschoolSeisaUniversity，
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｢故・佐藤方哉先生を偲ぶ会」出席者氏名（計１０８＋３名）

慶雁義塾大学（４６名）

浅野俊夫、植岡敬典、小野浩一、大村彰道、大森貴秀、岡晴夫、奥原ジョージ、

金子尚弘、河嶋孝、栗林理恵、小清水妙子、小武海美津穂、小松英海、境敦史、

坂上貴之、佐藤仁美、実森正子、島宗理、菅野理樹夫、関晴子、曽我重司、千葉洋子、

塚田剛志、寺田信之介、出口光、中島定彦、中野泰志、浜田治予、樋口義治、平野敦子、

広田すみれ、堀耕治、増田直衛、水野圭郎、村上栄味子、望月昭、森山哲美、

矢田部菜穂子、山岸健、山口耕一、山崎由美子、湯浅久美子、湯本典子、陸田健一郎、

渡辺恵子、渡辺茂、

帝京大学（２３＋３名）

池田政俊、石田一希、伊藤忠弘、井上智之、植村進、大塚秀実、春日喬、草山太一、

白倉憲二、新谷和代、高田孝二、塚田静香、中村道子、中村由美子、野川由紀、馬場久志、

度江美恵、藤崎春代、南隆男、毛利伊吹、望月要、元永拓郎、横田裕子、

（木原久美子、繁桝算男、早川友恵）

星嵯大学（２３名）

天野一哉、石川ふみ、井上一、角木孝生、金子肇、古藤泰弘、小中陽太郎、斎藤康浩、

坂上寛一、佐々木貴枝子、佐々木孝、高橋常喜、千葉佑、虎尾幹司、西永堅、

仲久徳、中山康之、野口桂子、福島紘、松本幸広、三田地真実、山口薫、脇屋充、

学会．ご親族・友人（１６名）

安積智、遠藤哲則、大河内浩人、木村裕、小林栄助、鈴木清重、高橋百百子、

竹内圭介、竹田長男、竹田有多子、中野良顕、原島茂、藤健一、藤野英明、

文沢元雄、填遷－近、

スタッフ（星嵯大学）

公平博、津田昭彦、小楠康晴、田中操、小林学、佃友彦、山本麻衣奈、吉川智子



『行動分析学研究」

佐藤方哉先生追1悼特集のお知らせ

皆さまにはすでにご存知のことと思われますが、昨夏、佐藤方哉先生が不慮の事故によ

り逝去されました。佐藤先生は日本行動分析学会理事長（1985年-1990年)、国際行動分

析学会会長（1998年-1999年）など、国内外の要職を歴任し、長年にわたり、行動分析学

の普及・発展に尽力されました。

『行動分析学研究」では、次号（２６巻１号、２０１１年７月末刊行予定）にて、佐藤先生

の追悼特集を企画することになりました。佐藤先生が我が国の行動分析学や心理学に与え

た影響を先生のご著書や論文から振り返り、考察するかたちの追悼文を学会内外から公募

して掲載します。

佐藤先生はペンネームで詩集や音楽ＣＤを創作されていたことからもわかるように、人

間に関する幅広い興味と深い洞察を持った心理学者でした。主要論文の一覧からも、研究

テーマは刺激性制御から言語行動、パーソナリティから哲学まで展開し、それでいてその

根っこのところは「随伴性」という概念でまとめられていたように思えます。佐藤先生へ

の追悼を通して、これからの行動分析学の行く末を展望し、研究や実践がさらに発展する

きっかけとなるような特集になればと思います。

追悼文では特定の論文や著書を取り上げていただき、「私はこの本の○○に～の影響を受

けた」といった個人的なエピソードや、「○○という論文はこれから～という研究に発展し

ていくに違いない」といった学問的な解説をご執筆下さい。

原稿は本誌換算で１～４ページ（A4判４０字×３０行/頁で、1.5～６ページ）とします。論

文執筆には当学会の投稿規定に則ったひな形ファイルを使って下さい。論文の種別は「追

悼文」（Memorial）とします。英文抄録は必要ありませんが、英文題目や著者・所属の英

文表記はご記入下さい。その他の書式については当学会の「投稿規定」と「執筆の手びき」

を参照して下さい。投稿時には「添付表」もご提出下さい。ご投稿いただいた追悼文は編

集委員会で簡易査読をさせていただきます（書式や誤字脱字、倫理規定など)。

投稿締切りは2011年２月２８日です｡投稿や投稿についてのお問い合わせはメールで『行

動分析学研究」編集事務局（editor@j-abajp）までお願いします。

各種書類や書式は以下から閲覧/ダウンロードが可能です。

・投稿規定http://WWW,j-abajp/iournal/contribution､hｔｍｌ

・執筆の手びきhttp://www.』園abajp/journal/Writer,hｔｍｌ

・本文のひな形http://wwwj-aba.』p/journal/templatedoc

・添付表のひな形http://WWW.j園aba.』p/journal/attachdoc

・投稿前のﾁｪｯｸﾘｽﾄhttp:"www.』崖abajp/journal/checklist､doc

・佐藤方哉先生の主要業績一覧

httP://wwwworkitoutjp/simamune/contents/MasayaSato20101029・pdf


